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  梅雨シーズンのなか、桃やぶどうの収穫もはじまり、農家では嬉しさとともに猫の手も借りたいという忙しさを迎えています。今年は阪神大震災に始まり、その後も本県を中心としたオウム事件、さらにはハイジャック事件まで発生するなど、なんともうっとうしい世の中となりました。そうしたなか、町議会のほうは、本年第二回目の6月定例議会が6月20日から23日までの4日間開かれました。この議会での状況を報告します。

＜提出議案＞

  今議会には金井町長から、人事案2件、条例3件、補正予算5件など計12件と議員提案の意見書「オウム真理教の解散請求」など3件が提案されました。人事は町の公平委員に神沢武重さん（前鎮目区長）の新任、人権擁護委員に竹下幹男さん（加茂）の再任でした。補正予算は総額３５５５万円でしたが、このうち主なものは4月の役場職員の人事に伴う給料アップなどでしたが、なかには町民スポーツ広場の設計費590万円の減額などや春日居中の校庭への散水施設に287万円の追加、鎮目堅士さんらの町への寄付金90万円などが含まれていました。これらはいずれも原案通りで可決されました。

＜一般質問＞

  最終日の23日に一般質問が6議員よりありました。今回わたしは①町の発展策として町村合併の考えはないか。②来年から個人の農地転用を制限し、町が一括して転用するというが、どういう方針か。③祖父の代まで国府に住んでいた作家・辻邦生先生（学習院大教授）の「西行花伝」という本が、ことしベストセラーとなり評判になっている。辻先生の文化講演会を開く考えはないかの3点を質問しました。

  この時期、合併問題を持ち出すのはどうかとも思いましたが、4月の県議選で国や県のパイプ役となっていてくれた県議を町から失ってしまい、本町の前途には暗雲がただよっています。しかも石和町との間には、笛吹橋北詰問題、岡部農協問題、甲州ブドウ補助金問題、石和駅北口問題などが山積していますので、これらを解決していくためには広域化対策しかないと考えたからです。第二の農地転用は、農用地のなかに住宅地がどんどん増えていくため、町でこれを規制し、町の計画する部分だけ転用していくということを以前に役場幹部から聞いていました。これは個人の権利の制限であり、せっかくの住みよい春日居町へ家を建てたいという人をはじき出すようなことなので質問しました。第三の文化講演会のことは、ノーベル賞の大江健三郎さんに匹敵するといわれる辻先生が、国府の大中院に先祖の墓があり、毎年のように墓参に来ていると知りました。金井町長も就任の公約のなかで、文化の香る町づくりを提唱していますので、ぜひこのような本町とゆかりのある作家の講演を町主催で開催してほしいと思ったからです。これらの質問に対する町長などの答弁は次ぎのようでした。

  町村合併については、環境問題など広域的に取り組まなければならない問題はあるが、合併によりきめの細かい行政が進行できないなどの事柄もできてくる。適正規模の規定は判断がむずかしいところもあるが、いまの春日居町は適正規模の状態にあるので、いまの時点では合併は考えてはいない。茂手木県議を失ったことは、本町にとっては行政上大変な痛手である。今後とも町民の一体感を考えつつ、町村合併については大同合併のさいには乗り遅れないようにしていきたい。

  農地転用については、転用方法として、特別除外と一般除外の二つの方式がある。平成８年は五年サイクルの特別除外の年になるので、町では桑戸地区の県営住宅建設用地の一括除外を考えている。個人の規制緩和とは特に問題はない。

  文化講演会はこれまでも、成果を上げてきているが、辻先生は本町に本籍もあり、ゆかりのある人。今後関係者とも協議して講演会の開催について協議していきたい。

  この他、町長の行政報告、他議員からの質問、私の所属する土木経済委員会などでの鎮目地区に関係するいくつかの事柄を報告します。

· 平成６年度の町の会計決算は５月末でしめたが、一般会計では１億円余の繰越しができた。その他特別会計でも黒字となった＊ＪＲと萩原利男さんとのヘンスの問題は、東側の水路に溝ぶたをかけて通行できることになり解決した＊災害対策用の給水車が入ったので、これからはホームヘルパー用に温泉の運搬もしていく＊三島繊維前の交差点で子供の事故が相次いで発生しており、学校側からも要望があったので、県に手信号の信号機を設置するよう申請した＊関の地堂尊は町の文化財候補の１４ヵ所の一つに入っているので、今後調査が済み次第検討したい＊平等川の改修は平成１２年までに盆橋までくるので、それから山沢橋までの工事となる＊山沢橋のところに架かるフルーツラインの橋の名前は「おいがた橋」と決まった。延長４２・３、幅１０・９５ﾒｰﾄﾙで斜め６０度の傾斜となるめずらしい橋となる。工費は約２億円で、平成９年に完成する＊ウルグアイランドの関連で「にないて畑総」という事業がつくことになり、町では産業課に専任職員を配置して、道路開発など進めていく。具体的なことについては近く説明したい。

    以上ですが、町への要望、困っていることなどいつでも相談にきてください。それでは、次の９月議会で、皆さまのご健康お祈りします。

